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医師・患者からの測定ニーズが高く、
全国から測定依頼があります

健康診断時の検査値に正常範囲がある
ように、血液中の薬の濃度にも適切な
範囲があります。値が低いと十分に薬
の効果が発揮できず、高いと副作用が
出現します。特に抗がん薬のように毒
性が強い場合、一度、重篤な副作用が
発現しますと、その後の薬の使用は困
難になり、他の治療選択もなくなりま
す。有効かつ安全に薬を使用するため
に、血液中の薬の濃度を測定すること
が重要です。私達は、分析機器を使っ
て薬の濃度を測定し、患者さんの身体
に合った薬の投与量を決めていますが、
誰でも簡単に測定できる機器の開発が
医療現場では求められています。
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薬物血中濃度測定機器
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